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の会員で、月に 1回催される例会にほぼ継続的に参加している母親 23名、父親 7名の合計 30












































用いた質問は、日本語版 Acceptance and Action Questionnaire-Ⅱ4)で、こころの柔軟性に関連

























 母親 23名の面接内容を分析対象とした。年齢は、30歳代、40歳代が各 1名、50歳代以上が
21 名であり、親の会への参加年数は 3－10 年であった。ひきこもる子どもは男性 18 名、女性
5 名であり、20 代 6名、30代 10名、40代 7名であった。ひきこもった時期は、小学生 3名、
中学生なし、15歳から 19歳まで 13名（高校生 9名、大学生 2名、就業中・所属なし各 1名）、
20 代 4名（大学生 1名、就業中 3 名）、30 代 3名でいずれも就業中であった。ひきこもり平















































    
 
    
 
 
                 








〈親の会で気持ちの立て直し〉   〈子どもの姿への直面化〉 
・無条件の安堵        ・語り合いでの気づきの深化 
・変化への希望        ・講演会での学習の深化 
                        
〈混沌から整理へ〉 




















は変化の方向   は双方向に影響   は影響の方向を表す  
〈 〉はカテゴリー、・は概念名を表す 
    
〈子どもの生き方を 
受け入れる〉 





















30 歳代 1名、50歳代以上が 11名であった。ひきこもった時期は、高校時が 9名で大学時は 3
名、性別は男性 10 名、女性 2 名であった。また、ひきこもってから親の会に参加するまでの
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ば、その後のプロセスの短縮化が図れるものと考えられた。（斎藤まさ子・本間恵美子・真壁あ






















































































・第三者の援助に感謝 《 》  はカテゴリー 
・  は概念 
   は影響の方向 



















NPO 法人全国引きこもり親の会の支部が平成 24 年 11 月～12 月に開催した月例会において、
調査を実施した。月例会参加者のうち、調査協力の得られた 312名の回答が分析に用いられた。
回答者の地域別では、北海道・東北地方 2.9%、甲信越地方 9.6%、関東地方 38.8%、東海地方
17.3%、近畿地方 0.3%、中国地方 9.0%、四国地方 8.0%、九州地方 9.0%であった。ひきこもり




求め、質的に分析した。   
















































40 項目について、主因子法、バリマックス回転を行い、固有値 1 以上、因子負荷量 0.35 以
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会で積極的に話せる → コミュニケーション改善 → こころの柔軟性 
 
会で積極的に話せる  ↘ 
会に専門家参加   → 本人の生き方尊重 → こころの柔軟性 













































































































































































a)  孤立感の中で苦悩していた親が受容され、安心感を抱くことができる。 
b)  毎回設定されたテーマについて、知識を得る。さらに、テーマに関する体験談を語り、
聴くことで、ヒントや気付きを得ることができる。 
c)  共感的理解のロールプレイや臨床動作法、ストレングスアプローチなどで体験的学習が 
できる。 
d)  得たものを持ち帰り、日常生活の中でそれらの体験的理解を促進させることができる。 
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（３）ひきこもる子どもの心情・行動の変化 
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調べてみると、全体会が役立った 32.3％、個人が役立った 9.7％、両方が役立った 17.1％とな
っています。親の会が役に立ったと答えた人のほぼ半分は全体会が役立ったと答えています。 

































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 
11 
































































































1 2 3 4 5
II.1参加期間 
1 


















































1 0 2 3 
7 
1 0 0 0 
8 
4 1 1 0 
36 
5 










































































































































































































































































































































































































全くあてはまらない １ あまりあてはまらない ２ 
大体あてはまる ３ 非常に当てはまる ４ 
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全くそうでない １ めったにそうではない ２ 
殆どそうではない ３ 時々そうである ４ 
度々そうである ５ 大抵そうである ６ 
常にそうである ７ 
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われた状態 (以下「ひきこもり状態」と表記する)ですか?  → a.はい  b.いいえ
2.ご本人は過去に「ひきこもり状態」を経験されたことがありますか?








1. あなたが住んでいる場所をお答え下さい。:     都 。道・府・ 県
2. ご本人からみての,あなたの立場をお答え下さい。
a.母親    b.父親    c。その他 (具体的に         )
3. あなたの年齢をお答え下さい:(      歳)
4. ご本人の性別をお答え下さい:  a.男性   b。女性
5。 ご本人の年齢をお答え下さい:(      歳)
6.あなたとご本人は : a。同居  b.別居 (別居してから____年____力月)
了. 下の例を参考に,ご本人のひきこもり期間をお答え<ださい。
(例)
1回目:( 19 )才( 6 )か月 ～ ( 22 )才  ( 3 )か月






























































aはい → (①継続的に利用している ・ ②継続的に利用していない)
b.いえ
12.ご本人に兄弟姉妹はいますか?




























1)保健師 (保健所・ 役所・その他[        ])
2)看護師 (訪間看護ステーション0病院・その他[        ])
3)ソーシャルワーカー (行政機関・医療機関・福祉施設・その他[        ])
4)学校の先生 (小学校・中学校・高校・大学・教育相談センタ ・ーその他[        ])
5)警察官 (交番 0警察争 その他[        ])
6)精神科の医師 (病院・クリニック・その他[        ])
7)精神科以外の医師 (病院・クリニック 。その他[        ])
8)親の会のメンバー (全体会・個人・その他[        ])
9)居場所のスタッフ (地域 `病院・その他[:       ])
10)心理士 (保健所・警察・病院・クリニツク 。その他[        ])
11)家族 (夫・妻・父親・母親・息子・娘 `その他[        ])
12)親戚  13)友人  14)ハローワークのスタッフ
15)地域若者サポートステーションのスタッフ












7)精神科以外の医師 (病院・クリニック 。その他[        ])
8)親の会のメンバー (全体会 。個人 。その他[       ])
9)居場所のスタッフ (地域・病院 0その他[        ])
10)lb理士 (保健所・警察・病院 ◆クリニック・その他[        ])
11)家族 (夫・妻・父親・母親・息子・娘・その他[        ])
12)親戚  13)反人  14)ハローワークのスタッフ
15)サポートステーションのスタッフ





1)6か月未満   2)6か月～1年未満  3)1年～3年未満
4)3年～5年末満 5)5年以上
会にはどのくらいの頻度で参加していますか
1)ほぼ毎回参加  2)3回に2回以上参加 3)2回に1回程度参加,
413回に1回程度参加   5)年に2回以下
会の役員を担当していますか
1)これまで担当したことがない   2)過去に担当したことがある,












3)ときどき参加する    4)いつも参加する
5。 参加している場合,専門家は,次の種類のうちどれに当りますか (複数回答可)
1)精神科医    2)臨床ib理±     3)社会福祉士
41精神保健福祉± 5)保健師       6)その他 (        )
6。 会では,司会をする人が決まっていますか
1)いつも決まっている   2)たいてい決まつている
3)あまり決まつていない  4)まった<決まつていない
7.会では,会員同士で話し合う8寺間が多い
1)大半がそうである    2)半分程度そうである
3)あまりそうでない    4)ほとんどそうでない
8.会では本音で話ができる
1)非常にあてはまる    2)だいたいあてはまる
3)あまりあてはまらない  4)全<あてはまらない
9.会では率直に自分の考えをいうことができる
1)非常にあてはまる    2)だいたいあてはまる
3)あまりあてはまらない  4)全くあてはまらない
10。会では積極的に発言できる
1)非常にあてはまる    2)だいたいあてはまる
3)あまりあてはまらない  41全<あてはまらない
11。会によるカウンセリングや家庭訪間があり,それを利用した




1)定期的に利用している  2)不定期で利用している  3)利用していない
*利用している方は,支援機関の種類をお答え<ださい。












































16.ご本人の気持ちを理解したくてもなかなかできない…………………[ 1 2 3
17.会に参加することでご本人への対応を頑張つて続けることができると感じている
。………………………・[ 1 2 3
18.ご本人への対応は,他からのアドノヾイスをもらうことが重要だと感じている
………………………[ 1 2 3
19。ご本人の考えの方を優先させるのは抵抗を感じる……………………[ 1 2 3
20.ご本人にはとにか<少しでも外出してほしい…………………………[ 1 2 3
1.会に参加することで,あなたの気持ちを整理することができる……[ 1 2 3 4 ]
2.会のメンバーの発言,行動などからご本人への対応のしかたを学ぶことができた
。… … … … … ・[1234]
3.会のメンバーの発言っ行動などからこれからあなたがどのように
努力したらよいのか目標を見出すことができた………………………[ 1 2 3 4 ]
4.会のメンノヽ一の発言,行動などからあなた自身への理解が深まつた
… … … … … ・[1234]
5。 会で問いたご本人への対処方法をとりあえずそのまま実践してみている



















なったと感じる ・… … … … ・[1234]
25。あなた自身のために以前よりさまざまなことをしてみる



































・……………………・[ 1 2 3
3了.ご本人自身の考え方を大切にしたい……,・ 1・・:………'・…………[ 1 2 3
38.家族と会の会員以外で,機会があれば,ご本人とかかわることのできる人がいる
・………………………・[ 1 2 3
39。あなた自身が変わることがご本人の変化につながることを実感した
。………………………・[ 1 2 3
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